
2004年出上の木簡

て
い
る
。
本
誌
で
は
各
調
査
出
土
の
主
要
な
木
簡
を
既
に
紹
介
し
た
が
、
本
誌

未
報
告
の
調
査
の
存
在
が
判
明
し
た
た
め
、
こ
こ
に
報
告
す
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、　
一
坪
南
辺
の
奈
良
時
代
末
期

（
一
坪
占
地
の
時
期
に

あ
た
る
）
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
四
人
八
五
で
、
井
戸
枠
は

一
辺
八
〇
伽
の
方
形
縦
板
組

隅
柱
横
桟
ど
め
、
掘
形
は
径
二

。
一
ｍ
の
円
形
、
深
さ
は
二

。
九

ｍ
で
、
底
に

円
礫
を
敷
き
、
径
六
人
銀
の
円
形
曲
物
を
据
え
る
。
木
簡
は
掘
形
と
井
戸
枠
内

か
ら
各

一
点
、
計
二
点
出
上
し
、
井
戸
枠
内
の
一
点
の
み
釈
読
で
き
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
＜
厚
狭
郡
地
子
米
五
斗
」
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ枷啜
］粟
∞
儲
］

長
門
国
厚
狭
郡
の
地
子
米
の
荷
札
で
あ
る
。
公
田
の
地
子
米
は
太
政
官
の
雑

用
に
充
て
ら
れ
、
同
じ

一
坪
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
五

一
四
〇
や
同
坪
の
包
含
層
か
ら
墨

書
土
器

「官
厨
」
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
旧
長
屋
王
郎
に
設
け
ら
れ
た
光
明

皇
后
宮
の
廃
絶
後
再
び
国
家
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
こ
の
地
が
、
奈
良
時
代
末

に
太
政
官
厨
家
と
し
て
利
用
さ
れ
た
状
況
が
窺
え
る
。
長
岡
京
の
太
政
官
厨
家

は
左
京
三
条
二
坊
八
町
に
あ
り
、
平
城
京
に
お
け
る
位
置
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『平
城
京
木
簡
』

一
（
一
九
九
六
年
）

同

『平
城
京
左
京
二
条
二
坊

・
三
条
二
坊
発
掘
調
査
報
告
』
盆
九
九
六
年
）

（渡
辺
晃
宏
）

へ
い
じ

ょ
＞っ
き

ょ
う

奈
良
・平

城

京

跡
左
京
三
条
五
坊
十
坪

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
芝
辻
町

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
四
月
１
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
清
水
昭
博

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
―
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
点
は
左
京
三
条
五
坊
十
坪
の
西
辺
で
、
東
五
坊
坊
間
路
が
想
定
さ
れ

る
位
置
に
あ
た
る
。

調
査
の
結
果
、
飛
鳥
時
代
、

奈
良
時
代
、
平
安
時
代
の
三
時

期
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
奈
良

時
代
の
遺
構
に
は
、
東
五
坊
坊

間
路
と
そ
の
東
側
溝
、
坪
を
区

画
す
る
溝
、
宅
地
を
囲
う
土
塀

動

基
壇
と
門
、
土
器
埋
納
遺
構
な

奈

ど
が
ぁ
る
。

東
五
坊
坊
間
路
と
そ
の
東
側



溝

（幅
約
二
二
冨
深
さ
〇
二
一五
じ

は
延
長
約
三
六
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
東

側
溝
は
、
当
初
通
常
の
京
内
の
条
坊
側
溝
と
同
様
、
素
掘
り
で
あ
っ
た
が
、
後

に
宅
地
側
に
あ
た
る
東
側
面
と
西
側
面
の
一
部
に
玉
石
積
み
の
護
岸
を
施
し
て

い
る
状
況
を
確
認
し
た
。
木
簡
は
、
東
側
溝
か
ら
土
師
器

・
須
恵
器
な
ど
と
と

も
に

一
点
が
出
土
し
た
。

調
査
地
北
半
で
は
東
側
溝
に
連
接
す
る
東
西
方
向
の
溝
を
検
出
し
た
。
こ
の

東
西
溝
は
、
坪
を
南
北
に
三
分
す
る
位
置
に
あ
た
り
、
坪
の
区
画
に
関
わ
る
溝

と
考
え
ら
れ
る
。
土
塀
基
壇
は
幅
約
Ｏ

・
八
ｍ
高
さ
約
○

。
一
五
ｍ
の
高
ま
り

で
残
り
、
側
溝
の
東
側
約

一
ｍ
に
平
行
す
る
。
延
長
約

一
七
ｍ
分
を
検
出
し
た
。

ま
た
、
調
査
区
北
端
で
は
南
北
二
間
分
の
掘
立
柱
列
を
検
出
し
た
。
上
塀
の
延

長
線
上
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
門
跡
と
推
定
さ
れ
る
。

土
器
埋
納
遺
構
は
坊
間
路
東
側
溝
と
東
西
溝
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
る
北
側
の

宅
地
の
南
西
隅
で
検
出
し
た
。
完
形
の
土
師
器
重
の
中
に
は
植
物
種
子
、
和
同

開
亦

一
枚
、
鉄
製
人
形
六
点

（
一
点
は
頭
部
の
み
）、
銅
製
人
形
五
点
、
金
属
津
、

ガ
ラ
ス
玉
二
個
、
石
英
粒
、
木
葉
な
ど
多
様
な
品
々
が
納
め
ら
れ
て
い
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔月
ヵ
〕

⑪
　
。
「

『上
　
　
天
四
□
□
』

進
出
人
夫
四
人
右
□

『上
四
日
注
道
入
』〔道
力
〕

二
十
二
日
申
時
将
□

『［旧〓日］
』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ］〇）〉〈∞⇔
〉〈∞
　
ＯＰω

上
端
は
切
り
折
り
調
整
に
よ
る
加
工
で
、
原
形
を
と
ど
め
る
。
下
端
は
折
損

し
て
い
る
。
左
右
両
側
面
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
も
と
も
と
短
冊
形
の
文
書
木

簡
で
あ

っ
た
も
の
が
習
書
木
簡
と
し
て
二
次
的
に
利
用
さ
れ
、
最
終
的
に
二
つ

に
折
ら
れ
て
廃
棄
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
書
か
れ
て
い
る
文
字
の
墨
色

・
筆
跡

は
い
ず
れ
も
よ
く
似
て
お
り
、
重
ね
書
き
の
部
分
も
含
め
て
全
て
同

一
人
物
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
人
夫
四
人
を
派
遣
し
た
こ
と
に
関
す

る
木
簡
で
あ
る
が
、
作
業
内
容
や
出
土
地
点
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
は
明
ら

か
で
な
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

『奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
　
一
一〇
〇
三
年

（第
一
分
冊
産

（二
〇
〇
四
年
）

（１
１
７
・
９
清
水
昭
博
、
８
鶴
見
泰
寿
）
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(赤外線画像)




